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永年勤続表彰県農業会議70周年記念式典表彰

戸
部
農
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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認
定
新
規
就
農
者
紹
介

戸 

部 

雅 

弘 

さ
ん
（
夢
前
町)

　
戸
部
雅
弘
さ
ん(

35)

は
、
姫
路
市
夢
前

町
の
莇
野
地
区
で
ク
レ
ソ
ン
な
ど
露
地
野

菜
の
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
に

市
長
か
ら
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を
受

け
、
認
定
新
規
就
農
者
と
し
て
戸
部
農
場

を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
戸
部
さ
ん
は
、
北
海
道
出
身
で
大
学
の

農
学
部
で
農
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、

秋
田
で
酒
造
り
を
し
、
杜
氏
資
格
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
姫
路
の
酒
造
会
社
で
働
く

た
め
に
移
住
す
る
際
に
古
民
家
を
探
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
莇
野
地
区
に
住

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
莇
野
は
静
か
な

と
こ
ろ
で
、
協
力
的
で
地
域
の
つ
な
が
り

が
強
く
、
魅
力
的
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
莇
野
地
区
で
は
特
産
品
を
作
ろ
う
と
２

軒
の
農
家
が
ク
レ
ソ
ン
を
露
地
栽
培
し
て

お
り
、
戸
部
さ
ん
も
農
作
業
を
手
伝
っ
て

い
る
う
ち
に
、
農
業
の
道
へ
進
む
こ
と
を

決
意
さ
れ
ま
し
た
。
奥
様
の
茉
莉
奈(

ま
り

な)

さ
ん
も
一
緒
に
農
業
を
し
て
お
り
、
令

和
６
年
に
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、
家

族
が
意
欲
と
や
り
甲
斐
を
も
っ
て
経
営
に

参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茉
莉
奈
さ
ん
は
狩

猟
や
有
害
鳥
獣
駆
除
な
ど
の
活
動
も
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ク
レ
ソ
ン
の
販
売
先
は
、
大
阪
の
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
会
社
や
神
戸
の
飲
食
店
が
主
で

す
。
ま
た
、
姫
路
市
周
辺
の
一
部
の
小
売

店
に
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
販
路
を
拡
大
す
る
予
定
で
す
。

　
ク
レ
ソ
ン
の
食
べ
方
と
し
て
は
、
肉
料

理
の
付
け
合
わ
せ
、
さ
っ
と
茹
で
て
お
ひ

た
し
、
サ
ラ
ダ
や
和
え
物
、
炒
め
物
な
ど

が
有
名
で
す
。
他
に
も
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ

に
入
れ
る
、
シ
チ
ュ
ー
に
入
れ
る
、
ラ
ッ

プ
を
し
て
30
秒
間
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
て
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
か
け
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ク
レ
ソ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
で
明

治
初
め
ご
ろ
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
栄
養

価
が
高
い
野
菜
で
す
。
し
か
し
、
全
国
的

に
も
ク
レ
ソ
ン
農
家
は
少
な
く
、
関
西
で

は
数
軒
し
か
無
い
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
ク
レ
ソ
ン
を
栽
培
し
、
通
年
で

出
荷
す
る
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

現
在
は｢

加
熱
調
理
用｣

の
ク
レ
ソ
ン
で

す
が
、
洗
浄
や
冷
蔵
の
設
備
を
導
入
し

｢

生
食
用｣

と
し
て
出
荷
す
る
こ
と
で
す
。

今
後
も
「
莇
野
の
ク
レ
ソ
ン
」
を
広
め
て

い
き
た
い
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　姫路市農業委員会からは、元会長の池内宏行氏が長
期勤続農業会議会員表彰を、会長の田靡仁志氏と農地
利用最適化推進委
員の松田勲氏が長
期勤続農業委員・
農地利用最適化推
進委員表彰を受彰
されました。

　１月24日に開催された全
体会において、10年以上
にわたり農業委員会活動に
貢献された橋本静枝委員
（前之庄地区）と篠本忠美
推進委員（太市地区）に、
井上副市長から感謝状と
記念品が贈呈されました。

と

べ

ま
さ

ひ
ろ

表彰状を受彰する松田推進委員

クレソンを収穫する戸部さん

感謝状を受領する橋本委員
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農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

ジャンボタニシによる水稲の被害を防ぐためにジャンボタニシによる水稲の被害を防ぐために

表
紙
関
連
記
事

表
紙
関
連
記
事

　
10
月
16
日
、安
室
東
幼
稚
園
の
４・５

歳
児
37
名
が
、田
寺
農
区
や
Ｊ
Ａ
兵
庫
西

安
室
支
店
の
協
力
の
も
と
、サ
ツ
マ
イ
モ

掘
り
体
験
を
し
ま
し
た
。イ
モ
が
穫
れ
た

と
き
は
、う
れ
し
そ
う
に
周
り
の
友
達
や

大
人
た
ち
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。収
穫
後

は
各
家
庭
に
持
ち
帰
り
、天
ぷ
ら
や
ス

イ
ー
ト
ポ
テ
ト
に
し

て
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、

イ
モ
の
つ
る
を
利
用

し
て
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
、飾

り
付
け
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、10
月
に
遊
休
農
地・荒
廃

農
地
及
び
相
続
税
等
納
税
猶
予
適
用
農

地
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。遊
休
農
地
が
解
消

さ
れ
て
い
な
い
農
地
及
び
適
正
に
耕
作
さ

れ
て
い
な
い
農

地
に
つ
い
て
は
、

11
月
に
指
導
文

書
を
送
付
し
ま

し
た
。
農
地
を

お
持
ち
の
方
は
、

日
頃
か
ら
適
切

な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

全国でジャンボタニシ(スクミリンゴガイ)の発生が増えています。
さまざまな防除対策を組み合わせて､移植水稲での被害を防ぎましょう｡

冬　期
●耕うんをして、物理的な破砕を行うとともに貝を厳寒期の寒風にさらす
●水路の泥上げをして、越冬場所をなくし、個体を寒風にさらす

春夏期
●田植え前に、殺貝効果のある石灰窒素を散布する
●取水口と排水口にネットや金網を設置する
●田植え時に、効果が高い薬剤を散布する
●田植え後に、水深が浅くなるように管理する

秋　期
●殺貝効果のある石灰窒素を散布する

※石灰窒素を散布する際は、通常の肥料としての使い方と異なりますので、
ご留意ください。詳細は、農林水産省ホームページでご確認ください。
※薬剤を散布する際は、農薬の容器に表示された使用方法等を必ず確認し
てください。

　スクミリンゴガイの成貝の殻高は2～7cm程度で、長い触覚とピンク色の
卵塊が特徴です。新たな発生がないか確認しましょう。人体に有害な寄生
虫がいる場合があるため、ゴム手袋やごみ拾い用トングなどを使用し、素手
では扱わないでください。もし、素手で触った場合には、石けんで手をよく
洗いましょう。
　発生した農地で根絶できた事例の報告がないため、除草目的であって
も、未発生の農地に故意に持ち込むことは控えてください。トラクターなど
農業機械に付着して他の農地に拡散する事例が報告されていることから、
未発生の農地から作業を始めてください。また、農業機械をよく洗浄してく
ださい。

被害田（手前の部分が食害による欠株）

農林水産省
ホームページ

スクミリンゴガイ

ピンク色の卵塊
©2024 兵庫県病害虫防除所
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姫路市農林漁業まつり開催姫路市農林漁業まつり開催 県農地委員会の姫路開催県農地委員会の姫路開催

　11月９日・10日、農業振興センター
において農林漁業まつりが開催されま
した。地元農産物や海産物の販売コー
ナー、カニ釣りや木工体験などのふれ
あいコーナーなど、多くの来場者で賑
わいました。
　農業委員会は、農業者年金加入推
進のために展示コーナーを設け、チラ
シ配布（ほうれん草の種付き）を行いま
した。

　県農地委員会では、大規模転
用にかかる各市町の農業委員会
からの意見照会案件などが審議
されています。普段は神戸で開催
されていますが､10月８日に、姫
路市役所で第103回農地委員会
が開催されました。

農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

◆
農
機
具
に
よ
る
事
故
の
防
止
を
◆

　
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
整
備
不
足
や
人
的
ミ
ス
に

よ
り
、
農
作
業
中
の
転
倒
・
転
落
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。

◆
事
故
防
止
対
策
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
◆

①
確
実
な
運
転
操
作
と
ブ
レ
ー
キ
連
結
の
確

認
を

②
転
倒
、
転
落
時
に
運
転
者
を
保
護
す
る
安

全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー
ム
の
装
着
と
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を

③
ラ
ン
プ
類
や
低
速
車
マ
ー
ク
等
の
取
り
付

け
を

◆
農
機
具
に
つ
い
た
土
の
後
始
末
を
◆

　
耕
起
作
業
の
際
、
道
路
に
水
田
の
土
を
落
と

し
て
移
動
す
る
と
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
も

な
り
危
険
で
す
。
農
機
具
の
土
を
除
い
て
か
ら

移
動
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

姫
路
市
賃
借
料
情
報

　
令
和
６
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結(

公
告)

さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃

借
料
水
準(

10
ア
ー
ル
当
た
り)

は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
事
相
談
室

　
農
地
の
売
買
・
貸
借
、
相
続
税
等
納

税
猶
予
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
事
務
手
続
き
な
ど
の
ご
相
談

は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

原
則
、
第
１
水
曜
日

午
前
10
時
〜
12
時

【
場
所
】

農
業
委
員
会
室

(

姫
路
市
役
所 

本
館
９
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】

農
業
委
員
会
事
務
局

☎(

０
７
９) 

２
２
１ - 

２
８
２
３

 月日 曜日
 3月5日 （水）

 4月2日 （水）

 5月7日 （水）

 6月4日 （水）

 7月2日 （水）

 8月6日 （水）

 9月3日 （水）

会　
　
長　

 

田
靡　
仁
志

職
務
代
理　

 

青
田　
誠

委　
　
員　

 

橋
本　
静
枝

委　
　
員　

 

後
藤　
明
彦

委　
　
員　

 

船
引　
政
則

委　
　
員　

 

青
田　
俊
則

【編集委員】

1.農地法第３条許可申請及び農用地利用集積計画の賃借料を対象としています。
2.データ数は、集計に用いた筆数です。
3.標準的な水準を算出するため、区分毎に、全賃借料データの平均値±(平均値×70％)を超えるもの
を除いています。
4.金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
5.｢市街化区域｣は、データ数なしのため算出していません。

締結（公告）
された地域名

市街化調整区域
都市計画区域外

地目 最高額 最低額 データ数 参 考
（使用貸借件数）平均額

 田 3,300 円 6,000 円 2,000 円 129 479

 畑    2 67データ数不足（5件未満）のため算出していません。
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